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これからの社会を支える都市の自然環境
－人口減少や都市再編に対応した緑地計画技術－

人口減少下の都市再編

防災・メンテナンス基盤研究センター 緑化生態研究室 荒金

研究の背景・目的
 ⼈⼝減少と都市の縮退
 ⽇本は2008年をピークに⼈⼝減少局⾯に⼊っており、2050年には⼈⼝が1億⼈を割り込み、⾼齢化率は約4割に達すると推計されている。
 ⼈⼝減少・少⼦⾼齢化の進⾏に伴い、都市のあり⽅について、これまでの拡⼤から均衡・縮⼩へと⾒直すことが求められている。
 都市機能の集約化とともに、市街地にランダムに発⽣する未利⽤地への対応や管理の⾏き届かない公園や樹林地等の扱いも課題になっている。

 これからの緑地計画に求められる考え⽅
 これからの緑地計画は、⼈⼝減少や都市の縮退等を背景に、 “都市が拡⼤基調にある中で如何に緑やオープンスペースを確保するか” だけでな
く“拡⼤を前提としない社会でも、みどりを通じたまちづくりによって如何に⼈々の幸せな暮らしを実現するか” という新たな観点も必要。

 これからの緑地計画に有効な⼿法・技術をとりまとめることを⽬的として、緑地計画において、公園や緑の量的充⾜を図るだけでなく、公園や
緑を活⽤して地域の魅⼒や社会的課題の解決、ストック効果の発現といった観点から取組を実施している先進事例を調査。

今後の予定
 「緑地計画に期待される役割及び策定⼿法に関する解説資料」のとりまとめ
 本研究の成果は、「緑地計画に期待される役割及び策定⼿法に関する解説資料」としてとりまとめ、今後の都市と緑のあり⽅や、緑地計画の
あり⽅についてのノウハウ・アイデアを⽰すことで、地⽅公共団体による緑の基本計画等緑地計画の策定・改訂の取り組みを⽀援していく。

研究内容
 ⼈⼝減少時代に求められる緑の役割
 既往研究（⽂献数：149）をもとに、都市の縮退に対する社会的
ニーズと対応する緑やオープンスペースの機能について整理。

 これからの緑地計画に有効な⼿法・技術
 ①国内の事例調査（30事例）、②海外の事例調査（5事例）、
③学識経験者からの意⾒聴取をもとに、今後の社会的ニーズを
踏まえた緑地計画に有効な⼿法・技術を整理。

地域の社会問題に関する調査分析

調
査
分
析

➔リバプールＧＩ戦略（英）では心臓病の罹
患率の高い地域の優先度を高くしている１）

現況調査において四系統（自
然環境、防災、レクリエーショ
ン、景観）だけでなく社会問題
の調査及び空間分析を行う。

例：居住者属性（独居高齢者数、疾病
率など）、社会関係（社会的絆など）

都心の高層ビル開発に併
せて自然性の高い森林を
整備した事例（千代田区）

大都市郊外の低・未利用地
を活用しコミュニティ形成の
場を創出した事例（柏市）

 コンパクトシティにおける⾃然環境のイメージ

顕在化する問題

・労働力の減少

・個人消費の衰退

・社会保障制度崩壊

・地域格差の拡大

・経済成長の低下

・技術の継承

・伝統行事の消滅

・耕作放棄地の増大

・里山の荒廃

・空き地の増加

・交通弱者の増加

・中心市街地の衰退

・異常気象

・自然災害の頻発

・化石燃料等の枯渇

・温室効果ガス排出
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シミュレーション技術を活用した緑の機能評価

戦略的な実現手法

“緑の満足度”でなく“生活満足度”に寄与する緑の質を計画の目標とする。

生活満足度をベースとした緑の質に関する指標

➔クリーブランド（米）では、ランドバンク
が取得した空閑地をどのように活用す
べきかの判断基準とフローチャートを行
政計画に位置付けている。５）

都市農業と生活の関係２）➔ ＢＭＩ分布と歩きやすさ(1km内土地利用多様度)の相関３）➔

➔米国農務省森林局の開発した“i-Tree
Hydro”では、全米各都市の緑地による

雨水浸透・流出抑制効果を評価、貨幣価
値換算できる。４）

一人当たり公園面積や緑被率
といった量的確保だけでなく、シ
ミュレーション技術を活用し、機
能・効用に基づく空間整備を計
画する。

“空閑地の発生状況”や“人口
動態”、“都市開発の見込み”な
どを見据え、効率的に必要な緑
を確保・維持していく実現手法
を計画する。
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４） i-Tree - Tools for Assessing and Managing Community Forests
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２） 雨宮ら（2012）：都市住民による農作物栽培活動の実施と食生活の質との関連．都市計画論文集47
３） 山田（2014）：都市のウォーカビリティ：“健康的な都市環境”への空間情報科学的アプローチ， CSISシンポジウム2014


